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1’はじめに
　現在の医療では、”くすり“が治療の手段として使
われる頻度は非常に高い。くすりの開発にもめざまし
いものがあり、それに伴い看護婦の与薬に関わる業務
も複雑化してきている。さらに近年、成人病の増加も
あり、服薬に関する援助は、ますます重要性を増して
きている。
　当科でも耳鼻科疾患だけでなく、長期内服を必要と
する成人病疾患や癌患者が増加している。そのために
今まで以上に、患者の薬に対する認識が大切であり、
看護婦も服薬に関する援助を高め患者を指導していか
なければならない。　　　　　　　　　．爪
べ論難二灘欝麟総ξ
た。
①患轟嚇る熱黙し退院後も確実に自
己管理できる。　　　〆
②看護婦は薬に対する認識を高め統一した援助ができ
る。
という2点のことを目標に今回の研究を行ったのでそ
の過程を報告する。
2　研究方法
　1）1日与薬
　（1〕期間：平成1年7月1日～8月1日
　②対象：精神疾患・意識障害者・18才以下・服
　　　　　薬していないものを除く長期内服が予測
　　　　　される11人の患者。
　（3）方法1朝・昼・夕・寝る前と区別した与薬箱を
　　　　　足元・頭上・ベットサイドの3ケ所のい
　　　　　ずれかに設置する。日勤の各チームリー
　　　　　ダーが12儀一130の間に1日分をまとめ
　　　　　て与薬する。
　　　　　確認は、日勤の各チームリーダー（朝・
　　　　　昼の分）と準夜勤の各チームリーダー
　　　　　　（夕・寝る前の分）とした。
　2）内服のオリエンテーション
　　（1）期間：平成1年7月1日～現在
　　（2）対象：精神疾患・意識障書者・服薬していない
　　　　　　者・18才以下を除く全員
　　（3）方法：対象者に日勤の各チームリーダーまたは
　　　　　遅出が専用の用紙を使い内服時に行う
　　　　　　（図1参照）
図1
　　　〈止血剤〉
①主作用……皮膚粘膜からの出血予防
　　　　　　　術後の出血の予防
②副作用……まれに掻痒感・発疹・ときに食
　　　　　　欲不振・悪心・下痢・胸やけ・
　　　　　　　眠気
③作用時間……8h位
④副作用出現時の対処方法……看護婦に知らせて
　　　　　　　下さい。
⑤内服期間
3　結　果
　1日与薬終了時にスタッフと対象者にアンケート調
査を実施。　（図．2参照）
図2．1日与薬とオリエンテーションについての
　　　アンケート結果
（1）薬の種類・作用の理解について
　①自分が飲んでいる薬の種類がわかりますか？
　　　　　　　　　　　　（Pt対象回収率92％）
はい　7名（64％） いいえ　　無回答2名（18％）　2名（18％）
②あなた自身、Ptが内服している薬の種類・作用
　について今まで以上に理解が深まりましたか？
　　　　　　　　　　　（Ns対象回収率83％）
はい　13名（82％） いいK3名（18％）
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（2）与薬方法について
　①薬の配り方はどの方法がよいと思いますか？
　　　　　　　　　　　　（Pt対象回収率100％）
此分　10名（91％） 1回分1名（9％）
②オリエンテーションの内容についてどう思います
　か？　　　　　　　　　（Ns対象回収率83％）
項目が多い　1D名（62％）鰭（19A），）無回答3名（19勉
②薬の配り方はどの方法がよいと思いますか？
　　　　　　　　　　　（Ns対象　回収率89％）
1日分　10名（67％） li司分　　　ケース　2名（13％）3名（20％）　バイケース
（3）必要性について
　①オリエンテーション
　・看護婦から薬の説明を受けたことにより、飲まな
　　くてはいけないという意識は高まりましたか？
　　　　　　　　　　　　（Pt対象回収率92％）
はい　16名（70％） 無回答4名（26呉分
　　　　　　　　　　　　いいえ1名（4㊨
・オリエンテーションは必要だと思いますか？
　　　　　　　　　　　（Ns対象回収率83％）
はい　15名（93％） いい凡1名7紛
②1日与薬
・退院後も間違いなく忘れずに薬が飲めますか？
　　　　　　　　　　　（Pt対象回収率100％）
はい　11名（100％）
・今後も継続していった方がよいと思いますか？
　　　　　　　　　　　（Ns対象回収率83％）
はい　ユ3名（86％） いいえ．1名（7紛
無回答
1名（7％）
〔2）内服の確認について
　・あなたは内服の有無を確認することができました
　　か？　　　　　　　　（Ns対象回収率83％）
はい5名（33％いいえ　10名（67％）
「いいえ」と答えた人の理由は？
・与薬箱に入っていなければ内服したとみるが聞い
てたしかめることはしなかった。
・内服しているところを見たわけではない
・準夜の忙がしいときは確認していなかった。
（5）オリエンテーション用紙について
　①オリエンテーションの項目についてどう思います
　　か？　　　　　　　　（Pt対象回収率92％）
多い 適当　15名（74％） 無回答5名（22翰
1名（7％）
「多い」と答えた人で不必要と思う項目は？
・回数　・作用時間　・飲み方　・内服期間
4課内罷の自己管理一噺として1「鵜を試み
た結果、図2に示すような反応がみられた。
　薬の種類・作用についての理解は、患者側は1日与
薬オリエンテーションによって理解できたとの返答が
多かった。又看護婦側は今まで以上に理解が深まった
と返答する者が多数を占めている。オリエンテーショ
ン用紙を使用し、説明することによって。患者は直接
看護婦からも説明が受けられ、かつ説明後も反復して
読めるたあ、理解できたとする返答が多かったと思う。
看護婦側は、自分の知識に対する再確認ができるので、
より理解が深まったとの返答が多かったのではと考え
られる。薬に対して理解できれば、患者自身、内服し
なくてはならないという自覚が芽生え、服薬に対し、
積極的な姿勢がもてるようになってくるのではと考え
る。
　与薬方法については、看護婦・患者共に1日分を与
薬する方法がよいとする返答が多い。長期内服を必要
とする患者が増加している今、看護婦側は従来の毎回
与薬に何らかの疑問を感じていると考えられる。毎回
与薬は、その都度看護婦が与薬するため、患者も確実
に服薬ができる。しか　　渚の　立曳よつな塑らない。
一方患者側は、自立への意志があり、自ム管理してい
こうとする姿勢がうか垂1隠る。
　ヘンダーソンの看護の基本となるものの中に、患者
の学習を助けるという項目がある。「健康法というも
のは、患者本人がそのプランに荷担していかなければ
ならない。つまり患者がそれを受け入れ、それを望ん
でいなければいけない。さもなければ強迫されでもし
ないかぎり患者はそれを守ろうとしないであろう。」
と述べている。このことは薬の自己管理に関しても同
じことが言える。
　さらに看護婦は、1日与薬を今後も継続していった
鋤撫薦撚舞髪蕊量声憲’
者にとって1日与薬は、看護婦に依存することなく、
主体的に服薬しようとする意識を高める効果が大きか
ったといえる。その結果、退院後も確実に服薬し自己
管理していけるという自信につながったと考える。看
護婦側も援助方法として、いたずらに依存心を高めず
睡列一9ウ・δ伽ト凌1細・ 一一一@41　一
自立心を育てられる方法を、1日与薬に見い出したの
ではないだろうか。
　しかし、アンケート結果からもわかるように2つの
問題点が残された。
　①服薬の確実な確認がされていなかった。
　②オリエンテーション用紙の項目の内容、書き方に
ついてである。
　服薬の確認がされないということは、与薬した看護
婦としての責任が果たされていないということである。
1日与薬は、1日分の薬を1回で与薬するため、指示
どおりに服薬されなかった場合、発見が遅れるという
欠点があり、服薬の確認はことさら大切となってくる。
これは与薬箱の設置場所にも問題があったことも考え
られる。今後㌧皇薬籏の．設置は、看護婦と患者のわか
りやすい場所を検討し、看護婦には確認を業務の一貫
として習慣づけさせることを考えていかなくてはいけ
ない。
　又、オリエンテーション用紙について、項目が適当
であるとする患者が多かった。これは、自分に行われ
る治療に対して興味があり、知りたいと思っているよ
うである。しかし、看護婦側では半数以上が項目が多
いと答えている。特に副作用の項目が多いことは、患
者に不安を与えると考えている。又、治療上、抗癌剤
など、正確に説明できないものもいくつかある。今後
項目について内容を再度検討し、患者に不安を与えず
　　　　　　　　　　　いわかりやすい説明方法を与えていかなくてはいけない。
　以上の問題点は残したけれども、今回の研究で、患
者は薬に対して興味があり、知識的援助を行うことで
自己管理への心構えができることがわかった。また看
護婦は、個別性のある服薬への援助の必要性を感じて
いたが、今回の研究で明確になったことで、今後の方
艦購こ
5　おわりに　　　 ・和‘ゲ八レ
　今回の研究を通して、患者が服薬の自己管理を確立
するには、認識をもたせること、そして看護婦の統一
した援助力泌要であることがわかった。
　今後、残された問題について検討し改善を試み、患
者が主体性をもって安全に服薬できるような援助方法
に取り組んでいきたい。
　最後に、この研究を進めるにあたり御協力下さいま
した皆様に深く感謝いたします。
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